
    令和５年度 八尾支援学校 夏季研修 実施要項  窓口：北野・田崎 

１．テーマ    ： 深い子ども理解に基づく支援 ～その子の行動の背景を考え、その子の将来を見据えて～  

２．目 的    :（１）地域の学校園および支援学校の教員の特別支援教育に対する専門性を高める。 

（２）教育実践のヒント、交流となるようにする。 

３．対 象    :  中河内地区幼小中高教職員、大阪府立支援学校教職員、大阪府内の学校園関係者 

４．日 時   ： ７月２６日（水）～７月２８日（金）  

５．申 込  ： 別紙 申込用紙よりお願いします。 

６．内 容  : 下記表参照 

７．その他  必ずお読みください。 
・研修期間中、遊戯室にて教材展示をしております。ぜひご覧ください。動画や写真を撮っていただいてけっこうです。iPadや

スマートフォンをお持ちでしたら教材のデータをお渡しできます。 

・午前午後にまたがって受講される方が昼食に使用していただける教室については、当日お知らせします。 

・定員（集合型研修の会場の定員が 100名）に達した場合、本校の別会場にてオンライン受講していただくことがあります。し

たがって受講人数の制限はなく、いずれも受講可能ですので、受講可否についてこちらからあらかじめお知らせをすることは

ありません。 

・欠席連絡について                                               

前日まで：メールにて受け付けます。 T-KitanoKao@medu.pref.osaka.jp 八尾支援学校/北野 香まで。 

当日の急な欠席について： 080-6463-8453八尾支援学校まで（当日のみの電話番号です。研修時間・来校相談時間内は

対応できません） 

・当日の持ち物：名札、スリッパ、靴袋、バインダー、マスク（直近の感染状況がわからないことと、一室で大勢の方の集合型

となるため、念のためお持ちください） 

研修番号・日時 演題・研修内容（予定） 

Ａ 

7月 26日（水） 

10:00～12:00 

受付 9:30～ 

将来、地域の中で安定した生活が送れるために 

～砂川厚生福祉センターつばさでの取り組みについて～ 

講師：砂川厚生福祉センター主査  緒方良一氏・出口 雄一郎氏 

家庭や地域において、生活や社会的ルール・対人関係の習得が困難なために生じる様々な問題行動（粗暴・窃盗・性

加害など）があり、それによって地域での対応が困難となった方々がつばさで生活されています。これらの方々が、生活

環境の改善や、特別支援プログラム（SST、ACT、窃盗回避、性学習）での学びを通じて、再び地域の中で安定した生活

を送るために自身の問題行動軽減に取り組んでいます。つばさでの支援内容を紹介するとともに、学齢期においても必

要な支援・取り組みについてもグループワークで考えていきましょう。  

Ｂ 

7月 26日（水） 

13:30～15:30 

受付 13:00～ 

支援学校で使われている教材の紹介、授業紹介 

講師：本校 支援教育部 地域支援チーム 

自立活動、ことばかず（国語・算数）、図工美術、せいかつ（社会理科）、家庭科、ＳＳＴなど、支援学校の教員が実際の

授業をどのように展開しているのか、ご覧いただこうと思います。主に保育、小学校低学年、支援学級、通級指導室で活

用できるかと思います。 

Ｃ 

7月 27日（木） 

10:00～12:00 

受付 9:30～ 

子どもの課題と支援 ～認知機能トレーニングに着目して～ 

講師：大阪府教育センター 指導主事 麻生川理詠氏 

子どもの課題に対する支援について、【身体面・学習面・社会面】それぞれにアプローチする「認知機能トレーニング

（コグトレ）」を中心にお話しいたします。講義・演習を通して、支援の詳細やその効果、また、子どもが主体的に取り組め

るにはどうしたらよいのかを一緒に学んでいただければと思います。参加者にはあらかじめコグトレ棒を 2 本自作してお

持ちいただきます。コグトレ棒の作成については 7月 14日頃に本校ホームページにてアップします。 

Ｄ 

7月 27日（木） 

13:30～16:20 

来校相談会   ～中河内地域の学校園の先生方向け 個別の相談会～ 

本校の地域支援担当チームがお話を伺います。※別紙「来校相談の案内」参照 

① 13:30～14:20 ②14:30～15:20 ③15:30～16:20 受付は各開始 5分前 

Ｅ 

7月 28日（金） 

10:00～12:00 

受付 9:30～ 

計画相談支援とは？ ～教職員のための理解と実践～ 

講師：社会福祉法人 信貴福祉会 障害者・児生活支援センターあっぷる 山本 弘志氏 

子どもの障害や多様化するニーズに対応するため、教育と福祉の連携が重要です。この研修では、ディスカッションや

グループワークを通じて、計画相談支援の基本的な理解と、子どもの将来を見据えた支援の実践的な方法を学びます。 

Ｆ 

7月 28日（金） 

13:30～15:30 

受付 13:30～ 

Go Action! 人生は楽しい！！ 自分を認め生きやすくなるアミューの自己肯定感プログラム 

 講師 一般社団法人アミュー 樋口 美佐子氏 

東大阪や大阪市で就労支援をおこなっている福祉事業所です。私たちのミッションは「自己肯定感を世の中に広めて

世の中に HAPPY を増やしていく」そうすることで生まれてきてよかったと思ってもらえる人たちが増え思い合える社会を

自分たちから創るというビジョンのもと自己肯定感プログラムが仕組み化されました。障害があっても自己肯定感次第で

人生楽しくなるというストーリーをご紹介します。 
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